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1.施設の概要等

2.指定管理者の概要等
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（1）飯南高齢者生活福祉センターの次に掲げる業務を行うものとする。
　　  ア 高齢者介護機能の推進に関する業務
　　  イ 高齢者に対する一定期間の住居の提供に関する事業
　　  ウ 高齢者の生活、健康等の相談事業
　　  エ 高齢者の生きがいを高める事業
　　  オ 社会福祉関係団体の指導育成事業
　　  カ 高齢者の福祉増進事業
（2）飯南高齢者生活福祉センターの利用の許可に関すること。
（3）飯南高齢者生活福祉センターの利用料金に関すること。
（4）飯南高齢者生活福祉センターの維持管理に関すること。
（5）前各号に掲げるもののほか、市長の権限に属する業務を除く飯南高齢者生活福祉センター
    の管理に関すること。
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指定管理業務の内容
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　施設の目的を達成するため、居室（5室）、教養娯楽室、機能回復訓練室、浴室、食堂などを
配置し高齢者及び住民の福祉を増進する事業を行う。
（鉄筋コンクリート造り一部二階建て・建築面積945.69㎡ ）

所 在 地

松阪市飯南町横野870番地1

指定管理者
社会福祉法人　松阪市社会福祉協議会

松阪市殿町1563番地

飯南地域振興局地域住民課　担当部署名

744,000

施設の概要

設備の概要

指定管理施設の管理運営評価表（評価対象年度：令和5年度）

　高齢者及び住民の福祉を増進するため松阪市高齢者生活福祉センターを設置する

名 　　称

設置目的

松阪市飯南高齢者生活福祉センター

所 在 地

令和5年4月1日　～　令和6年3月31日

3,358,000　評価対象年度指定管理料

　評価対象期間
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（単位：円）

その他経費

 平成31年4月1日　～　令和6年3月31日

13,148,055

令和2年度

13,148,055

626,792

指定期間

3,780,561

928,366
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管理業務の実施状況

サービスの質の向上

施設・設備等の維持管理

（利用状況）　
　○教養娯楽室    ：　 54件    (558名)
  ○健康教育指導室：  129件    (634名)
　○厨房・食堂    ：　 17件　　( 92名)　   　　【合計 200件】 (1284名)

　「いー南カフェ」による居場所づくりや相談窓口等自主事業による福祉の増進を図った

　施設設備の維持管理を行うため、施設の清掃業務、草刈り、施設の警備保障、空調機の保守、電気保
安点検、消防設備、受水槽保守点検、自動ドア、浄化槽、浴槽ろ過装置、水質検査、ボイラー、グリス
トラップ、事務機器保守等の点検業務を行っている。
（社協負担の修繕）
　・1階女子トイレフラッシュバルブ取替え
　・ブラインド修繕　 ・中庭樹木剪定　
  ・畳張替え

（行政負担の修繕)　
  ●ブラインド他修繕　●給湯用ポンプ取替修繕　・エネルギーモニタ設置修繕　〇照明設備LED化修繕　
　
　●浴室タイル修繕　●副変電設備修繕　●外部防水修繕　
　・電気配管等塗装修繕　・内部修繕(雨漏り　天井、壁）
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3.指定管理者業務運営項目別評価

4

採点

4

③適切な情報提供

Ａ

⑧地域の振興・活性化

　各種業務計画書、点検記録、整備・修繕･事故・故障等の履歴等
の各種管理記録等が整備・保管されていたか。

判定

Ａ

⑤清掃業務

⑦各種管理記録等の整備
　・保管

　施設の設置目的に基づいた管理運営上の基本方針が確立されて
いたか。
　また、職員は理解していたか。

　施設の管理運営を通して、施設の設置目的は達成されたか。

　利用者数は当初目標数を達成されたか。

　施設の供用日数・供用時間は守られたか。また、適正な施設の
維持管理、運営が行われたか。

　管理運営業務全般について、市と指定管理者の責任者の間で十
分な連絡調整がなされていたか。

5

【（注1）のみ指定管理施設の管理運営評価表作成要項の評価基準1-（2）の採点基準にて評価】

①施設利用状況及び利用
　者数増加への取組み

②利用者の平等な利用

　自主事業や運営方法の工夫等利用者数増加に向けた具体的な取
組みはあったか。(注1)

　個々のサービスについて、対応職員によって格差が生じないよ
う、施設のサービス水準を確保するための取組みを行ったか。

　鍵の管理は適切であったか。

④樹木・植栽等管理業務

5

Ｂ

③修繕業務

⑦自主事業

　点検によって異常が認められた場合には、速やかに修繕・交
換・整備・調整等の適切な処置を講じたか。

　草取りや除草等を行い、利用者が快適に利用できるような良好
な景観が保たれていたか。

判定

4

　職員の配置状況・勤務実績は適正であったか。また、業務執行
体制（作業責任者・業務担当者）は明確になっていたか。

　敷地内は全て利用者が快適に利用できるよう清潔な状態が保た
れていたか。

　利用者ニーズに即した自主事業が実施されたか。

　地域や地域住民との交流･連携に関する取組みを実施し、地域交
流の支援を行ったか。

評　　価　　項　　目

管
理
業
務
の
実
施
状
況

4

⑥苦情解決体制及び対応

　全ての利用者が情報を得ることができるよう適切な利用情報の
提供を行ったか。

　当該施設・事業について、広報誌やパンフレットを作成するな
ど、具体的な取組みが実施され、積極的な利用促進が図られた
か。

　事故、災害等の緊急事態発生時の危機管理マニュアルの整備や
対応体制の確立はされていたか。

　利用者からの意見・苦情等を受けて迅速かつ適切に処理できる
体制が整っていたか。
　また、事故、苦情に対する対応は適切であったか。

5

4

Ａ

4

5

施
設
・
設
備
等
の
維
持
管
理

①施設の目的や基本方針
　の確立

②施設設置目的の達成度

③利用者数

④運営状況

⑤職員の配置状況・勤務
　実績

⑥意思疎通

⑥鍵管理

②備品・什器等の保守点
　検

⑤非常時・緊急時の対応

業務運営項目

　備品・什器等が適切に管理され、良好な機能が保持されていた
か。

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

④利用促進・PR

①建物・設備の保守点検
　建物・設備が適切に管理され、安全性の確保及び良好な機能の
保持がされていたか。

内　　　容
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担当部署評価
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指定管理者
自己評価

4

3

3

3

5

4

5

5

5

Ａ

⑧利用者アンケートの実
　施

　利用者アンケートを実施し、利用者の意見・要望、満足度の把
握に努めたか。
　課題がある場合は対応策を講じたか。
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4.総合評価

Ｂ 全てが３以上

Ｃ ２が含まれる

Ｄ １が含まれる

1 劣る
協定等で定めた水準のサービスが多くの業務で提供されていない。
早急に改善が必要である。

評価 評価の判定基準

Ａ ５が半分以上かつ残りも３以上

3 普通 協定等で定めた水準のサービスが提供されている。

2 やや劣る 協定等で定めた水準のサービスが一部提供されていない。

点数 採点基準

5 優良
協定等で定めた水準以上のサービスが提供されているとともに、独自の新
たなサービスが提供されている。

4 良 協定等で定めた水準以上のサービスが提供されている。

条例に定められた指定管理者が行う業務のうち、「高齢者に対する一定期間の住居の提供に関する事業」は令和4年4月をもっ
て飯高と統合し、条例改正を経て、令和6年度より全館有償貸付となった。

通所介護サービスを提供する重要かつ必要不可欠な施設であり、自主事業で行う高齢者の生きがいを高める事業など、高齢者
が多く利用する施設であることから、施設の運営にあたっては利用者の安全を確保することに努め、管理を行っていただきた
い。

「多世代交流センターいいなん」としての運営に期待し、今後も施設を有効活用し、子どもから高齢者まで気軽に利用できる
場所の提供、自主事業への取り組みをお願いしたい。

【指導すべき点】

〇地域住民が利用しやすい場を提供している

○新型コロナ感染症対策について、指定管理者が中心となっ
て施設内で十分対応している

〇高齢者生活福祉センター、ふれあいセンターを活用する自
主事業のPRに努めている

○居場所づくりとしての「いー南カフェ」、高齢者の生きが
いを高める事業など自主事業により地域住民の福祉増進につ
なげている

〇令和6年度から全館有償貸付となる準備として、より有効活
用できるよう施設内の修繕、樹木の伐採等を行った

【所属長意見（今後の方向性等）】

令和6年度より指定管理者制度から全館有償貸付となる

地域福祉の観点からより積極的かつ活発に、高齢者及び住民
の福祉の増進に努めていただきたい
地域ニーズに応じた自主事業の運営企画や的確かつ計画的な
施設修繕、施設整備に努めていただきたい
令和6年度より施設の屋根、外壁の修繕は市負担、それ以外は
借受人負担となるため、よりこまめな点検、確認に努めてい
ただきたい

担当部署評価指定管理者自己評価

【努力した点・成果等】 【評価すべき点】

【改善すべき点】

○住民への生活等の相談窓口を設置したことで、地域住民の
継続的な利用があった。

○新型コロナウイルス感染症が第5類へ移行となり、新型コロ
ナウイルス感染症の分類見直しに伴う対策･方針の変更を行っ
た。また、感染症対策を徹底することにより、感染の拡大を
防止することができた。

○災害や感染症流行時でも事業継続できるよう法人として危
機管理体制をより強化するため、事業継続計画(BCP)を策定し
た。

○地域の拠点として施設が有効活用に繋がるよう自主事業の
チラシを各戸へ配布した。

○多世代が集う居場所づくりとして「いー南カフェ」が定期
開催につながった。

○地域の方が気軽に集えるよう施設の活用に向けた整備を
行った。

○貸館の利用を周知していくとともに住民サービスの向上
と、地域交流の場として利用を促進していく。

○施設の設備等について日々の見回りや修繕計画を作成し、
進捗状況の管理にも努めていく。
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